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1. 当四半期決算に関する定性的情報 
 

（1）経営成績に関する説明 

  当第 2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、原油安や円安により企業収益には回復がみられた 

 ものの、中国をはじめとする世界経済の減速懸念により生産や輸出は停滞しており、先行き不透明な状

況となっております。 

  当社グループに関係の深い化学工業界につきましても、企業収益には改善がみられるものの、国内生 

 産は本格的な回復には至っておりません。 

  このような状況のもと、当社グループにおきましては、引き続き化学品と機能材の二事業を基軸とす 

 る経営を推進するとともに、中国・ASEAN 地域における海外取引の拡大並びに再生可能エネルギー関連 

 資材の販売等、環境関連ビジネスの強化に努めてまいりました。 

  この結果、当第 2四半期連結累計期間の業績は、売上高 486 億 3 千 8百万円（前年同期比 1.2％減）、 

 営業利益 7億 9百万円（同 12.8％減）、経常利益 8億 1千 9百万円（同 7.3％減）、親会社株主に帰属す 

 る四半期純利益 5億 2千 2百万円（同 1.9％減）となりました。 

 

セグメント別の概況は次のとおりであります。 

 

【化学品事業】 

 無機薬品につきましては、主力商品のか性ソーダは市況の低迷により減収となりました。官公庁向け 

の活性炭及び次亜塩素酸ソーダは増収となりましたが、アルミニウム化合物は減収となりました。石鹸 

原料の過炭酸ソーダは増収となりましたが、炭酸ソーダは仕入先の販売停止などにより減収となりまし 

た。 

 有機薬品につきましては、製紙用ラテックス、紙力増強剤は需要が伸長し増収となりましたが、エチ 

レングリコール及びその他の石油系溶剤は原油安による市況下落により減収となりました。 

 この結果、化学品事業といたしましては、売上高は前年同期に比べ 4.4％減の 318 億 8 百万円、セグ

メント利益（営業利益）は前年同期に比べ 10.3％減の 9億 9千 8百万円となりました。 

 

【機能材事業】 

 包装材料につきましては、複合フィルム、ポリエステルフィルム、ポリプロピレンフィルム等が増収 

となりました。合成樹脂につきましては、フッ素樹脂及び高機能樹脂製品が減収となりました。 

 機器類につきましては、電気関連機器は大型案件の受注により増収となりましたが、包装関連機器や 

排水処理装置は減収となりました。 

 その他の資材につきましては、キレート剤物件の増加により増収となりました。 

この結果、機能材事業といたしましては、売上高は前年同期に比べ 3.1％増の 155 億 3千 2百万円、

セグメント利益（営業利益）は前年同期に比べ 6.5％減の 5億 6千万円となりました。 

 

【その他事業】 

 その他事業につきましては、連結子会社の曹達日化商貿(上海)有限公司の増収や、前第 2四半期連結 

会計期間から株式会社日本包装を、前連結会計年度末よりモリス株式会社を連結の範囲に含めたことな

どにより、売上高は前年同期に比べ 49.6％増の 12 億 9 千 7百万円、セグメント利益（営業利益）は前

年同期に比べ 916.9％増の 4千 6百万円となりました。 
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（2）財政状態に関する説明 

 【財政状態の分析】 

当第 2 四半期連結会計期間末における総資産は前連結会計年度末に比べ 17 億 5 千 2 百万円減少いた

しました。 

増減の主なものは資産の部では、現金及び預金が 8億 4千 5百万円増加し、受取手形及び売掛金が 21

億 1千 7百万円、投資有価証券が 4億 5千 2百万円それぞれ減少いたしました。負債の部では、支払手

形及び買掛金が 15 億 3百万円減少いたしました。純資産の部では、その他有価証券評価差額金が 3億 9

百万円減少いたしました。 

 

 【キャッシュ・フローの状況】 

当第 2四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ 8億 4千 5百

万円増加し 63 億 6千 4百万円となりました。 

各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは 11 億円の増加となりました。これは税金等調整前四半期純利

益が 8億 1千 9百万円でありましたが、売上債権の減少が 18億 7 千 1百万円、仕入債務の減少が 11 億

2百万円、法人税等の支払額が 5億 1千 9百万円となったこと等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは 8千 5百万円の減少となりました。これは主に、有形固定資産

の取得による支出5千5百万円、投資有価証券の取得による支出1千9百万円等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは 7 千 4 百万円の減少となりました。これは主に、短期借入金の

返済による支出 5千 3百万円、短期借入れによる収入 1億 4千 1百万円、配当金の支払額 1億 8千 6百

万円等によるものであります。 

 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 今後の日本経済の見通しにつきましては、雇用情勢や所得環境の改善による個人消費の回復が期待さ

れるものの、新興国経済の減速に伴う輸出や生産の停滞等、懸念材料も散見されます。 

 このような事業環境のもと、当社グループは引き続き化学品と機能材の二事業を基軸とする経営を推

進するとともに、財務体質の強化と経営の効率化を図り、収益力の向上に向けて邁進する所存でござい

ます。 

 平成 28 年 3 月期の通期業績予想につきましては、平成 27 年 5 月 12 日付公表の数値から変更はあり

ません。 
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2． サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

   該当事項はありません。 

 

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

   該当事項はありません。 

 

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（会計基準等の改正等に伴う会計方針の変更） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日。以下「企業結合会計基

準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年９月 13 日。以下

「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第 7 号 平成 25 年９

月 13 日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継

続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取

得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。また、第１四半期

連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配

分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変

更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の

変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計

年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴

わない子会社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシ

ュ・フロー」の区分に記載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変

動を伴わない子会社株式の取得又は売却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活

動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載する方法に変更しております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58－２項（４）、連結会計基準第 44－５

項（４）及び事業分離等会計基準第 57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期

連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

 なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 
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（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

   当第 2四半期連結累計期間（自 平成 27 年 4月 1日 至 平成 27 年 9月 30 日） 

 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当第 2四半期連結累計期間（自 平成 27 年 4 月 1日 至 平成 27 年 9 月 30 日） 

 

 該当事項はありません。 
 

（セグメント情報等） 

 
   Ⅰ 前第 2四半期連結累計期間（自 平成 26 年 4 月 1日 至 平成 26 年 9 月 30 日） 

 
     報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 
 報告セグメント 

合計 
調整額 

(注)1 

四半期連結損益

計算書計上額 

(注)2 

化学品

事業 

機能材

事業 

その他

事業 

売上高       

 外部顧客への売上高 33,265 15,072 867 49,205 ― 49,205

セグメント間の内部 ― ― 586 586 △ 586 ―
売上高又は振替高 

計 33,265 15,072 1,453 49,791 △ 586 49,205

セグメント利益 1,113 598 4 1,716 △ 903 813

（注）1.セグメント利益の調整額△903 百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

Ⅱ 当第 2四半期連結累計期間（自 平成 27 年 4月 1日 至 平成 27 年 9月 30 日） 

 

     報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 
 報告セグメント 

合計 
調整額 

(注)1 

四半期連結損益

計算書計上額 

(注)2 

化学品

事業 

機能材

事業 

その他

事業 

売上高       

 外部顧客への売上高 31,808 15,532 1,297 48,638 ― 48,638

セグメント間の内部 ― ― 827 827 △ 827 ―
売上高又は振替高 

計 31,808 15,532 2,125 49,466 △ 827 48,638

セグメント利益 998 560 46 1,605 △ 896 709

（注）1.セグメント利益の調整額△896 百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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